道路情報板等保守点検仕様書
本業務の実施にあたっては、｢土木工事共通仕様書｣･｢電気通信設備施工管理の手引き｣・「道路トンネル維持管理便覧」及びその他指定された図書の記載事項によるものとし、かつ以下の事項について業務条件とする。
１  業務内容                                   
道路交通の安全確保を目的として設置している道路情報板、気象観測装置、路面冠水監視装置、WEBカメラ及び総合道路情報システム（中央集中制御装置）について、常時の円滑なる操作の確保と障害の予防を目的とした保守点検を行う。
２　保守点検の対象となる施設
　　　別紙「保守点検箇所および対象装置一覧表」による。
３　保守点検箇所
　　　別紙「保守点検箇所および対象装置一覧表」及び「道路情報設備配置図」による。
４　一般事項
　４－１  点検要領書の提出
    　事前に業務計画書及び点検要領書を作成し、当所監督員の承認を得るものとする。
  ４－２  点検整備の範囲
    　本点検の受注者は、本仕様書及び発注者の指示に従い、承認を得た要領書に基づき、点検を実施するものとする。
    （１）各装置の動作確認及び電気的点検
    （２）各装置の機械的損傷の有無についての点検
    （３）制御装置のランプ及びヒューズ切れ等の取替え
    （４）総合動作の確認
以上各種点検結果については、受注者は報告書をもって発注者に報告しなければならない。ただし、次に掲げるものは本仕様書の範囲外として扱う。
    （１）重大な故障で機器部品及び修理内容に多額の費用が予測される場合の復旧
    （２）現況の著しい改造又は主要機器の取替え
    （３）主要機器の解体整備点検及びきょう体の塗装替え又は板金修繕等
  ４－３   保守点検上の注意
    　表示機等の表示試験を実施する場合は、必ず「調整中」である旨の表示を行うとともに、これらの点検は必要最小限にとどめるものとする。
